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実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

33H1012 基礎フランス語AI 2 1.0 1 春AB 月3 廣瀬 浩司

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象 主に日本
語で授業を行います。
G科目
対面

33H2012 基礎フランス語AI 2 1.0 1 春AB 月4 佐藤 淳一

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象 主
に日本語で授業を行な
います。
G科目
対面

33H3012 基礎フランス語AI 2 1.0 1 春AB 月5 飯田 賢穂

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象 主に日本語で
授業を行ないます。
G科目
対面

33H4012 基礎フランス語AI 2 1.0 1 春AB 月6 佐藤 淳一

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

医学・看護・医療・芸
術・総学4組対象 主に
日本語で授業を行ない
ます。
G科目
対面

33H5012 基礎フランス語AI 2 1.0 1 春AB 金1 藤井 陽子

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象(学籍番号末尾奇数)
主に日本語で授業を行
ないます。
G科目
対面

33H5022 基礎フランス語AI 2 1.0 1 春AB 金1 秋田谷 覚

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象(学籍番号末尾偶数)
主に日本語で授業を行
ないます。
G科目
対面

33H6012 基礎フランス語AI 2 1.0 1 春AB 火3 廣瀬 浩司

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象(学籍
番号末尾奇数) 主に日
本語で授業を行ないま
す。
G科目
対面

33H6022 基礎フランス語AI 2 1.0 1 春AB 火3 秋田谷 覚

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象(学籍
番号末尾偶数) 主に日
本語で授業を行ないま
す。
G科目
対面

33H7012 基礎フランス語AI 2 1.0 1 秋AB 月6 飯田 賢穂

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

全学群対象(当該年度
入学秋学期入学者およ
び春学期不合格者を含
む)。  主に日本語で
授業を行ないます。
G科目
対面

33H7032 基礎フランス語AI 2 1.0 1 - 4 春C 火5,6 秋田谷 覚

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の
修得を目指す。

全学群対象(対象者:当
該年度入学および過学
期不合格者) 主に日本
語で授業を行います。
G科目
対面

33J1012 基礎フランス語BI 2 1.0 1 春AB 水2 小川 美登里

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象 主に日本
語で授業を行います。
G科目
対面

33J2012 基礎フランス語BI 2 1.0 1 春AB 水1 飯田 賢穂

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象 主
に日本語で授業を行な
います。
G科目
対面

33J3012 基礎フランス語BI 2 1.0 1 春AB 木2
デルヴロワ ミカ
エル

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象  主に日本語
で授業を行ないます。
G科目
対面

33J4012 基礎フランス語BI 2 1.0 1 春AB 木1 マユ コリーヌ

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

医学・看護・医療・芸
術・総学4組対象
G科目
対面
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33J5012 基礎フランス語BI 2 1.0 1 春AB 火4
ジャクタ ブルノ
ダニエル フィ
リップ

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象 主に日本語で授業
を行ないます。
G科目
対面

33J6012 基礎フランス語BI 2 1.0 1 春AB 金2
ジャクタ ブルノ
ダニエル フィ
リップ

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象(学籍
番号末尾奇数) 主にフ
ランス語で授業を行な
います。
G科目
対面

33J6022 基礎フランス語BI 2 1.0 1 春AB 金2 佐藤 嘉幸

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象(学籍
番号末尾偶数) 主に日
本語で授業を行ないま
す。
G科目
対面

33J7032 基礎フランス語BI 2 1.0 1 春C 木1,2
デルヴロワ ミカ
エル

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

全学群対象(対象者:当
該年度入学および過学
期不合格者)
G科目
対面

33J7042 基礎フランス語BI 2 1.0 1 秋C 木1,2
デルヴロワ ミカ
エル

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
基本文法(入門レベル)の重要項目を確認しなが
ら、社会生活の場面に即した基礎的なコミュニ
ケーション能力の修得を目指す。

全学群対象(対象者:当
該年度入学および過学
期不合格者)
G科目
対面

33K1012 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋AB 月3 廣瀬 浩司

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象   主に日
本語で授業を行いま
す。
G科目
対面

33K2012 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋AB 月4 佐藤 淳一

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象  主
に日本語で授業を行な
います。
G科目
対面

33K3012 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋AB 月5 飯田 賢穂

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象 主に日本語で
授業を行ないます。
G科目
対面

33K4012 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋AB 月6 佐藤 淳一

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

医学・看護・医療・芸
術・総学4組対象 主に
日本語で授業を行ない
ます。
G科目
対面

33K5012 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋AB 金1 藤井 陽子

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象(学籍番号末尾奇数)
主に日本語で授業を行
ないます。
G科目
対面

33K5022 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋AB 金1 秋田谷 覚

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象(学籍番号末尾偶数)
主に日本語で授業を行
ないます。
G科目
対面

33K6012 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋AB 火3 廣瀬 浩司

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象(学籍
番号末尾奇数) 主に日
本語で授業を行ないま
す。
G科目
対面

33K6022 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋AB 火3 秋田谷 覚

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象(学籍
番号末尾偶数) 主に日
本語で授業を行ないま
す。
G科目
対面

33K7012 基礎フランス語AII 2 1.0 1 秋C 火5,6 秋田谷 覚

初修者を対象にしたこのフランス語の授業では、
4技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得
に配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の
修得を目指す。

全学群対象(対象者:当
該年度入学および過学
期不合格者)。  主に
日本語で授業を行ない
ます。
G科目
対面
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33L1012 基礎フランス語BII 2 1.0 1 秋AB 水2 小川 美登里

この授業では、すでにフランス語の初歩的な文法
やコミュニケーション能力を身につけている学習
者を対象に、さらなる実践的なコミュニケーショ
ン能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的
な学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象「基礎フ
ランス語BII」は選
択・自由科目だが、
「基礎フランス語BI」
との継続性を持ってい
るので、そのまま続け
て履修することを推奨
する。主に日本語で授
業を行ないます。
G科目
対面

33L2012 基礎フランス語BII 2 1.0 1 秋AB 水1 飯田 賢穂

この授業では、すでにフランス語の初歩的な文法
やコミュニケーション能力を身につけている学習
者を対象に、さらなる実践的なコミュニケーショ
ン能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的
な学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象
「基礎フランス語
BII」は選択・自由科
目だが、「基礎フラン
ス語BI」との継続性を
持っているので、その
まま続けて履修するこ
とを推奨する。主に日
本語で授業を行ないま
す。
G科目
対面

33L3012 基礎フランス語BII 2 1.0 1 秋AB 木2
デルヴロワ ミカ
エル

この授業では、すでにフランス語の初歩的な文法
やコミュニケーション能力を身につけている学習
者を対象に、さらなる実践的なコミュニケーショ
ン能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的
な学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象  「基礎フラ
ンス語BII」は選択・
自由科目だが、「基礎
フランス語BI」との継
続性を持っているの
で、そのまま続けて履
修することを推奨す
る。主に日本語で授業
を行ないます。
G科目
対面

33L4012 基礎フランス語BII 2 1.0 1 秋AB 木1 マユ コリーヌ

この授業では、すでにフランス語の初歩的な文法
やコミュニケーション能力を身につけている学習
者を対象に、さらなる実践的なコミュニケーショ
ン能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的
な学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

医学・看護・医療・芸
術・総学4組対象 「基
礎フランス語BII」は
選択・自由科目だが、
「基礎フランス語BI」
との継続性を持ってい
るので、そのまま続け
て履修することを推奨
する。
G科目
対面

33L5012 基礎フランス語BII 2 1.0 1 秋AB 火4
ジャクタ ブルノ
ダニエル フィ
リップ

この授業では、すでにフランス語の初歩的な文法
やコミュニケーション能力を身につけている学習
者を対象に、さらなる実践的なコミュニケーショ
ン能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的
な学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象「基礎フランス語
BII」は選択・自由科
目だが、「基礎フラン
ス語BI」との継続性を
持っているので、その
まま続けて履修するこ
とを推奨する。主に日
本語で授業を行ないま
す。
G科目
対面

33L6012 基礎フランス語BII 2 1.0 1 秋AB 金2
ジャクタ ブルノ
ダニエル フィ
リップ

この授業では、すでにフランス語の初歩的な文法
やコミュニケーション能力を身につけている学習
者を対象に、さらなる実践的なコミュニケーショ
ン能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的
な学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象(学籍
番号末尾奇数) 「基礎
フランス語BII」は選
択・自由科目だが、
「基礎フランス語BI」
との継続性を持ってい
るので、そのまま続け
て履修することを推奨
する。主にフランス語
で授業を行ないます。
G科目
対面



科目番号 科目名
授業
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単位数
標準履
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33L6022 基礎フランス語BII 2 1.0 1 秋AB 金2 佐藤 嘉幸

この授業では、すでにフランス語の初歩的な文法
やコミュニケーション能力を身につけている学習
者を対象に、さらなる実践的なコミュニケーショ
ン能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的
な学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象(学籍
番号末尾偶数)「基礎
フランス語BII」は選
択・自由科目だが、
「基礎フランス語BI」
との継続性を持ってい
るので、そのまま続け
て履修することを推奨
する。主に日本語で授
業を行ないます。
G科目
対面

フランス語(2年次履修)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

3351112
フランス語圏の言語と
文化A

2 1.0 2 春AB 火5 マユ コリーヌ

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞
く・話す・書く)の総合的な伸長に配慮しなが
ら、フランス語圏の文化と社会の理解をさらに深
めることを目指します。

主として人文・比文・
日日・情報・医学対
象。「基礎フランス
語」A及びBの履修者に
限る。主に日本語で授
業を行います。
G科目
対面

3351212
フランス語圏の言語と
文化A

2 1.0 2 春AB 火6 マユ コリーヌ

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞
く・話す・書く)の総合的な伸長に配慮しなが
ら、フランス語圏の文化と社会の理解をさらに深
めることを目指します。

主として国際・生物・
地球・応理・工シス・
看護対象「基礎フラン
ス語」A及びBの履修者
に限る。主にフランス
語で授業を行います。
フランス語で60%以上,
日本語と英語は、理解
度を高めるためにも使
われます。
G科目
対面

3351222
フランス語圏の言語と
文化A

2 1.0 2 春AB 金3 小川 美登里

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞
く・話す・書く)の総合的な伸長に配慮しなが
ら、フランス語圏の文化と社会の理解をさらに深
めることを目指します。

全学群対象(学籍番号
末尾_奇数)。 春学期
のみ開講。「基礎フラ
ンス語」A及びBの履修
者に限る。
G科目
対面

3351612
フランス語圏の言語と
文化A

2 1.0 2 春AB 金3 佐藤 嘉幸

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞
く・話す・書く)の総合的な伸長に配慮しなが
ら、フランス語圏の文化と社会の理解をさらに深
めることを目指します。

全学群対象(学籍番号
末尾_偶数)。「基礎フ
ランス語」A及びBの履
修者に限る。主に日本
語で授業を行います。
G科目
対面

3351622
フランス語圏の言語と
文化A

2 1.0 2 春AB 金4 マユ コリーヌ

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞
く・話す・書く)の総合的な伸長に配慮しなが
ら、フランス語圏の文化と社会の理解をさらに深
めることを目指します。

全学群対象。「基礎フ
ランス語」A及びBの履
修者に限る。主にフラ
ンス語で授業を行いま
す。
G科目
対面

3351632
フランス語圏の言語と
文化A

2 1.0 2 春AB 火6
ジャクタ ブルノ
ダニエル フィ
リップ

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞
く・話す・書く)の総合的な伸長に配慮しなが
ら、フランス語圏の文化と社会の理解をさらに深
めることを目指します。

全学群対象。「基礎フ
ランス語」A及びBの履
修者に限る。主にフラ
ンス語で授業を行いま
す。フランス語で60%
以上,日本語と英語
は、理解度を高めるた
めにも使われます。
G科目
対面

3354112
フランス語圏の言語と
文化B

2 1.0 2 秋AB 火5 マユ コリーヌ

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、より実践的なコ
ミュニケーション能力の向上に配慮しながら、フ
ランス語圏の文化と社会の理解をさらに深めるこ
とを目指します。

選択・自由科目。主と
して人文・比文・日
日・情報・医学対象。
「フランス語圏の言語
と文化A」の履修者に
限る。主にフランス語
で授業を行います。
G科目
対面

3354212
フランス語圏の言語と
文化B

2 1.0 2 秋AB 火6 マユ コリーヌ

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、より実践的なコ
ミュニケーション能力の向上に配慮しながら、フ
ランス語圏の文化と社会の理解をさらに深めるこ
とを目指します。

選択・自由科目。主と
して国際・生物・地
球・応理・工シス・看
護対象「「フランス語
圏の言語と文化A」の
履修者に限る。主にフ
ランス語で授業を行い
ます。フランス語で
60%以上,日本語と英語
は、理解度を高めるた
めにも使われます。
G科目
対面
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3354612
フランス語圏の言語と
文化B

2 1.0 2 秋AB 金3 佐藤 嘉幸

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、より実践的なコ
ミュニケーション能力の向上に配慮しながら、フ
ランス語圏の文化と社会の理解をさらに深めるこ
とを目指します。

選択・自由科目。全学
群対象。「フランス語
圏の言語と文化A」の
履修者に限る。主に日
本語で授業を行いま
す。
G科目
対面

3354622
フランス語圏の言語と
文化B

2 1.0 2 秋AB 金4 マユ コリーヌ

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、より実践的なコ
ミュニケーション能力の向上に配慮しながら、フ
ランス語圏の文化と社会の理解をさらに深めるこ
とを目指します。

選択・自由科目。全学
群対象。「フランス語
圏の言語と文化A」の
履修者に限る。主にフ
ランス語で授業を行い
ます。フランス語で
60%以上,日本語と英語
は、理解度を高めるた
めにも使われます。
G科目
対面

3354632
フランス語圏の言語と
文化B

2 1.0 2

「基礎フランス語AI/AII」「基礎フランス語BI」
で修得した言語知識を踏まえて、より実践的なコ
ミュニケーション能力の向上に配慮しながら、フ
ランス語圏の文化と社会の理解をさらに深めるこ
とを目指します。

選択・自由科目。全学
群対象。「フランス語
圏の言語と文化A」の
履修者に限る。主にフ
ランス語で授業を行い
ます。
2026年度開講せず。
G科目
対面

フランス語(選択・自由科目)
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3360012 応用フランス語講読A 2 1.0 2 - 4 春AB 水2 佐藤 嘉幸

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
ど、様々なテーマを扱ったテキストを用いて、論
説文や小説等を正確に読む力を養い、フランス語
読解力を高める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主に日本語で授
業を行います。
G科目
対面

3360022 応用フランス語講読A 2 1.0 2 - 4 春AB 月6 飯田 賢穂

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
ど、様々なテーマを扱ったテキストを用いて、論
説文や小説等を正確に読む力を養い、フランス語
読解力を高める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主に日本語で授
業を行います。
G科目
対面

3361012 応用フランス語作文A 2 1.0 2 - 4 春AB 金2 小川 美登里

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、自らの考えを文章を用いてフ
ランス語で書く力を養い、フランス語表現力を高
める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主に日本語で授
業を行います。英語で
の対応可能。
G科目
対面

3361022 応用フランス語作文A 2 1.0 2 - 4

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、自らの考えを文章を用いてフ
ランス語で書く力を養い、フランス語表現力を高
める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主に日本語で授
業を行います。英語で
の対応可能。
2026年度開講せず。
G科目
対面

3361032 応用フランス語作文A 2 1.0 2 - 4 春C 火3,4 マユ コリーヌ

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、自らの考えを文章を用いてフ
ランス語で書く力を養い、フランス語表現力を高
める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主にフランス語
で授業を行います。英
語での対応可能。
G科目
対面

3362012 応用フランス語会話A 2 1.0 2 - 4

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、比較的簡単な口頭練習を通し
て、フランス語コミュニケーション力を高める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主にフランス語
で授業を行います。英
語での対応可能。
2026年度開講せず。
G科目
対面

3362022 応用フランス語会話A 2 1.0 2 - 4 春AB 火5
ジャクタ ブルノ
ダニエル フィ
リップ

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、比較的簡単な口頭練習を通し
て、フランス語コミュニケーション力を高める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主にフランス語
で授業を行います。英
語での対応可能。
G科目
対面
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3362032 応用フランス語会話A 2 1.0 2 - 4 春C 月3,4 マユ コリーヌ

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、比較的簡単な口頭練習を通し
て、フランス語コミュニケーション力を高める。

全学群対象。原則、
「フランス語基礎」A
及びBの履修者に限
る。 主にフランス語
で授業を行います。英
語での対応可能。
G科目
対面

3365012 応用フランス語講読B 2 1.0 2 - 4 秋AB 水2 佐藤 嘉幸

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
ど、様々なテーマを扱ったテキストを用いて、論
説文や小説等を正確に読む力を養い、より高度な
フランス語読解力を習得する。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主に日本語で授
業を行います。
G科目
対面

3366012 応用フランス語作文B 2 1.0 2 - 4 秋AB 金2 小川 美登里

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、自らの考えを文章を用いてフ
ランス語で書く力を養い、より高度なフランス語
表現力を習得する。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主に日本語で授
業を行います。英語で
の対応可能。
G科目
対面

3366022 応用フランス語作文B 2 1.0 2 - 4 秋AB 金4 小川 美登里

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、自らの考えを文章を用いてフ
ランス語で書く力を養い、より高度なフランス語
表現力を習得する。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主に日本語で授
業を行います。英語で
の対応可能。
G科目
対面

3366032 応用フランス語作文B 2 1.0 2 - 4 秋C 火3,4 マユ コリーヌ

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、自らの考えを文章を用いてフ
ランス語で書く力を養い、より高度なフランス語
表現力を習得する。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主にフランス語
で授業を行います。英
語での対応可能。
G科目
対面

3367012 応用フランス語会話B 2 1.0 2 - 4

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、会話練習を通して、より高度
なフランス語コミュニケーション力を高める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主にフランス語
で授業を行います。英
語での対応可能。
2026年度開講せず。
G科目
対面

3367022 応用フランス語会話B 2 1.0 2 - 4 秋AB 火5
ジャクタ ブルノ
ダニエル フィ
リップ

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、会話練習を通して、より高度
なフランス語コミュニケーション力を高める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。主にフランス語で
授業を行います。英語
での対応可能。
G科目
対面

3367032 応用フランス語会話B 2 1.0 2 - 4 秋C 月3,4 マユ コリーヌ

フランス語圏に暮らす人々の生活や文化・社会な
どをテーマとして、会話練習を通して、より高度
なフランス語コミュニケーション力を高める。

全学群対象。原則、
「基礎フランス語」A
及びBの履修者に限
る。 主にフランス語
で授業を行います。英
語での対応可能。
G科目
対面

3370002 フランス語演習(初級) 2 1.0 1 - 4 春C 金3,4 藤井 陽子

フランス語検定4級レベルの4技能を学び、試験対
策ができる。
基礎フランス語AI・IIの内容を復習・定着させ、
応用的な科目(フランス語)への準備ができる。
フランス語検定3級レベルの4技能習得に必要な基
本手的なフランス語能力を身につけることができ
る。

全学群対象  選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない 原
則、「基礎フランス語
AI」の履修者に限る。
主に日本語で授業を行
います。
G科目
対面

3370012 フランス語演習(初級) 2 1.0 1 - 4 秋C 金3,4 藤井 陽子

フランス語検定4級レベルの4技能を学び、試験対
策ができる。
基礎フランス語AI・IIの内容を復習・定着させ、
応用的な科目(フランス語)への準備ができる。
フランス語検定3級レベルの4技能習得に必要な基
本手的なフランス語能力を身につけることができ
る。

全学群対象  選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない 原
則、「基礎フランス
語」AI及びAIIの履修
者に限る。
主に日本語で授業を行
います。
G科目
対面
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3371002 フランス語演習I(中級) 2 1.0 1 - 4 春C 月5,6 佐藤 淳一

フランス語検定試験3級レベルのフランス語(4技
能)を学び、試験対策ができる。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎フランス語
AI」の履修者に限る。
主に日本語で授業を行
います。
G科目
対面

3371012
フランス語演習II(中
級)

2 1.0 1 - 4 秋C 月5,6 佐藤 淳一

フランス語検定試験準2級レベルのフランス語(4
技能)を学び、準2級の試験対策ができる。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎フランス
語」AI及びAIIの履修
者に限る。主に日本語
で授業を行います。
G科目
対面


